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【⽬的】末梢神経損傷を伴う外傷⼿で,⽰指各関節の屈曲あるいは伸展による各関節トルク値を算出し,⽰指屈曲・伸展運動における⼿内筋の関与を検討した. 
【対象】末梢神経損傷を伴う外傷⼿4例8⼿(年齢23.8±4.8歳)の⽰指を対象に健側⼿と対照させた.症例1と2は⼿内筋の回復が⾒られない⼿内筋マイナス群で,症例
3と4は回復が⾒られる⼿内筋プラス群とした. 
【⽅法】4枚の歪みゲージ(⽇本電気三栄社製,N11-FA-10-120-11)を⽤いた⾃作の指押し⼒測定器具で指押し⼒を測定し,各々の関節からの距離との積によって各
関節トルク値を算出した.各々測定は3回おこない最⼤値を記録した. 
【結果と考察】屈曲トルク値は,⼿内筋マイナス群ではDIPで最も⼤きく,PIPとMPはDIPの約1/3であった. 
PIPのトルク値が減少したのは,⾍様筋の⿇痺により深指屈筋の収縮⼒が有効に作⽤しなかったためと考えられたが,その機序は解明できなかった.またMPトルク値の
減少はMPの屈筋群である第1背側⾻間筋の⿇痺によるものとも考えられる. 
伸展トルク値は,健側では,MP(IP伸展位),MP(IP屈曲位),PIP,DIPの順で⼤きく,患側では,MP(IP屈曲位),MP(IP伸展位),PIP,DIPの順であり,健側ではMPのIP伸展位が,
患側ではMPのIP屈曲位が最も⼤きい値を⽰した.MP伸展⼒は指伸筋で作られるが,健側のIP伸展位では⾍様筋が収縮しFDP腱を遠位⽅向に引き,FDPによる拮抗作⽤
を減少させることでIP伸展位が⼤きい値を⽰したと考える.⼀⽅,患側では⾍様筋が収縮しないため,PIP関節の肢位によってFDPによる拮抗作⽤は減少せず,IPI屈曲
位で指伸筋は他動的に伸張され,その分収縮⼒が有効にMPに作⽤し⼤きい値で測定されたと考える.すなわち,⼿内筋の⿇痺によってPIP,MP関節の屈曲⼒と伸展⼒は
ともに減少することが⽰唆された.
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